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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
操作部を有するアンプと、このアンプに接続されたスピーカーと、これらを収納するケー
スを備え、前記ケースは開閉可能な第一、第二分割体よりなる拡声器であって、
前記第一分割体は下側の本体部と上側の蓋部よりなり、前記本体部は使用時において前記
第二分割体と連結し、前記蓋部は前記使用時において開閉自在であり、前記アンプは前記
本体部に取り付けてあり、前記操作部は前記蓋部側に配置されその蓋部を開放して操作可
能であり、前記スピーカーは前記第二分割体に取り付けてあり、前記ケースの上部に貫通
孔を設け、前記ケース内部で生じる音を前記貫通孔により前記ケース外部へ放出する拡声
器。
【請求項２】
前記貫通孔は前記蓋部に設けてある請求項１記載の拡声器。
【請求項３】
前記スピーカーは適宜間隔をおいて一対設けてある請求項１又は２記載の拡声器。
【請求項４】
前記一対のスピーカーの間に外部に情報を表示する表示部をさらに備える請求項３に記載
の拡声器。
【請求項５】
前記表示部は情報を記載したシート状の媒体を前記ケース外面に保持する保持板を有する
請求項４記載の拡声器。
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【請求項６】
前記第二分割体はその内部に少なくともマイク及び充電器を収納する収納部をさらに備え
る請求項１～５のいずれかに記載の拡声器。
【請求項７】
前記ケースはアタッシュケースである請求項１～６のいずれかに記載の拡声器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、拡声器に関する。さらに詳しくは、操作部を有するアンプと、このアンプに
接続されたスピーカーと、これらを収納するケースを備え、前記ケースは開閉可能な第一
、第二分割体よりなる拡声器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上述の如き拡声器として、例えば特許文献１に記載の如きものが知られている。本文献
記載の電話拡声装置は、同文献図１に示されているようにケース内部に内蔵スピーカーと
操作パネルとを対向させて設けてある。したがって、同装置は、使用時において蓋を完全
に開放しなければ操作することができず、また、スピーカーから外部に向かって音声を放
出することが困難であった。
【特許文献１】特開平１０－３３６２９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　かかる従来の実情に鑑みて、本発明は、ケースの主要部を閉じた状態で使用しても操作
が可能で且つ音声を外部に拡声させることの可能な拡声器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するため、本発明に係る拡声器の特徴は、操作部を有するアンプと、こ
のアンプに接続されたスピーカーと、これらを収納するケースを備え、前記ケースは開閉
可能な第一、第二分割体よりなる構成において、前記第一分割体は下側の本体部と上側の
蓋部よりなり、前記本体部は使用時において前記第二分割体と連結し、前記蓋部は前記使
用時において開閉自在であり、前記アンプは前記本体部に取り付けてあり、前記操作部は
前記蓋部側に配置されその蓋部を開放して操作可能であり、前記スピーカーは前記第二分
割体に取り付けてあり、前記ケースの上部に貫通孔を設け、前記ケース内部で生じる音を
前記貫通孔により前記ケース外部へ放出することにある。
【０００５】
　上記構成によれば、ケースの第一分割体上側の蓋部は解放操作可能であるので、使用者
はケース本体部を開放せずとも操作が可能である。したがって、例えば、拡声器を載置せ
ずに立った状態で操作できる。また、スピーカーは第二分割体に設けてあるので、アンプ
の存在しない内部空間を有効に活用することができる。そして、操作部は蓋部側に配置し
てあるので、例えば、スピーカーを外側に向けて蓋部を使用者側にして使用でき、操作性
が極めて良好である。さらに、ケース上部に貫通孔を設けてあるので、蓋部の解放操作時
はもちろん、蓋部を閉じた状態であってもケース内部の音が貫通孔より外部に放出される
。しかも、貫通孔はスピーカーの空間と連通してあるので、音響効率も向上する。従って
、ケース本体部を閉じた状態であっても操作でき且つ明瞭に音声を外部に拡声することが
できる。
【０００６】
　前記貫通孔は前記蓋部に設けるとよい。貫通孔をスピーカーに対向する蓋部に設けるこ
とで、ケース内部の音をより外部に放出することができる。また、前記スピーカーは適宜
間隔をおいて一対設けることで、より大きな出力で拡声することができる。
【０００７】
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　前記一対のスピーカーの間に外部に情報を表示する表示部をさらに備えることが望まし
い。表示部をスピーカーの間に設けることで、音の放出方向に対し同時に表示部を利用し
て情報を表示することができ、音響のみならず視覚をも利用して聴衆に訴求することがで
きる。係る場合、前記表示部は情報を記載したシート状の媒体を前記ケース外面に保持す
る保持板を有するとよい。表示部の構造が簡素であり、媒体の取扱いも容易となる。
【０００８】
　また、前記第二分割体はその内部に少なくともマイク及び充電器を収納する収納部をさ
らに備えるとよい。拡声器に使用する機器を収納することで携帯容易となる。上記いずれ
かに記載の構成において、前記ケースはアタッシュケースであるとよい。
【発明の効果】
【０００９】
　上記本発明に係る携帯用拡声器の特徴によれば、ケースの主要部を閉じた状態で使用し
ても操作が可能で且つ音声を外部に拡声させることが可能となった。
【００１０】
　本発明の他の目的、構成及び効果については、以下の発明の実施の形態の項から明らか
になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に、適宜添付図面を参照しながら、本発明をさらに詳しく説明する。
　図１～５に示すように、本発明に係る拡声器１は、大略、ケース２と、アンプ３と、ス
ピーカー４からなり、ケース２内部にアンプ３及びスピーカー４を収納してある。ケース
２は、大略、第一、第二分割体２０，３０よりなり、一対のヒンジ１１，１１により開閉
自在に連結してある。また、第二分割体３０の外面には表示部４０を設けてある。
【００１２】
　図１，２，５に示すように、このケース２は、底面の各角部近傍にケース２を直立可能
とする脚部となる突起１２が設けてある。また、ケース２上面には把手１３が設けてあり
、ケース２両側面に肩紐１４を取り付ける取付部１５がそれぞれ設けてある。これら把手
１３又は肩紐１４により、ケース２は携帯容易なアタッシュケースとなる。
【００１３】
　第一分割体２０は、図２～４に示すように、大略、下側の本体部２１と上側の蓋部２２
からなる。この本体部２１と蓋部２２とは、図２に示すように、一対のヒンジ２３，２３
を介して開閉自在に連結してある。また、図３，４に示すように、本体部２１内側にはア
ンプ３が取り付けてあり、このアンプ３上面に電源スイッチやボリュームを調整する摘み
等のアンプ３を操作する操作部６０が設けてある。
【００１４】
　図２～４に示すように、蓋部２２の左右端部近傍には、蓋部２２を貫通する貫通孔２４
，２４が一対設けてある。この貫通孔２４には網状のカバー２５がそれぞれ取り付けてあ
り、ケース２内部へのゴミ等の異物の混入を防止してある。図３に示すように、アンプ３
上方の蓋部２２内部には、貫通孔２４，２４と連通する空間２６が形成してある。図４に
示すように、この蓋部２２を一対のヒンジ２３，２３を介して開放することで、後述の操
作部６０が操作可能となる。
【００１５】
　第二分割体３０は、図３に示すように、その内部に収納部３１を形成してあり、収納部
３１に一対のスピーカー４，４が左右対称に取り付けてある。アンプ３は第一分割体２０
に配置してあるので、収納部３１を容量の大きいスペースに形成することができる。図１
に示すように、一対のスピーカー４，４は、第二分割体３０を貫通する取付孔３２，３２
に外向きに取り付けてある。これにより、スピーカー４，４はケース２外部に向けて音声
を拡声することができる。また、取付孔３２の外面には、音を通過させるパンチングメタ
ル等よりなるカバー３３がそれぞれ取り付けてある。この収納部３１は、上述の蓋部２２
内部の空間２６と連通してある。スピーカー４，４の間にバッテリー５が固定してある。
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【００１６】
　収納部３１には、図３に示すように、例えば袋に収納したワイヤレスマイク６ａ及び充
電器７が収納される。このワイヤレスマイク６ａ及び充電器７は、スポンジ等からなる緩
衝部材３４により保護される。また、図５に示すように、第二分割体２０の右側面下部に
は、ワイヤレスマイク６ａの音声信号を受信するアンテナ３５と、有線マイク６ｂの入力
端子３６及び充電器７の入力端子３７が設けてあり、アンテナ３５及び各入力端子３６，
３７はアンプ３にそれぞれ接続してある。アンテナ３５は、図１，５に示すように、取付
部３５ａを介して回動可能に設けてある。
【００１７】
　表示部４０は、図１に示すように、第二分割体３０外面の一対のスピーカー４，４の間
に設けてある。この表示部４０は、図６に示すように、大略、外部に表示する情報を記載
したシート状の媒体４１と、その媒体４１を保持する保持板４２と、保持板４２を第二分
割体３０外面に取り付ける取付具４３よりなる。保持板４２は、例えば透明のアクリル板
を略方形に形成してあり、媒体４１を第二分割体３０の取付孔４４に四方の取付具４３を
介して押圧して保持する。このように、表示部４０をスピーカー４，４の間に設けること
で、音の放出方向に対し同時に表示部を利用して情報を表示することができ、音響のみな
らず視覚をも利用して聴衆に訴えることができる。
【００１８】
　ここで、外部に表示する情報としては、例えば選挙の立候補者の顔写真、スローガン、
公約や、商品の説明やイラスト等の文字、図形、写真等が挙げられる。なお、シート状の
媒体４１として、紙製の他、合成樹脂製、金属製のものが用いられる。
【００１９】
　上述の第一、第二分割体２０，３０は、図１～５に示すように、ケース２上面の一対の
係合部材５１，５１及びケース２両側面の一対の係合部材５２，５２により着脱可能に係
合される。係合部材５１は、図４に示すように、大略、被係合部５１ａと、係合片５１ｂ
及びレバー５１ｃよりなる。被係合部５１ａは第一分割体２０の蓋部２２上面に設けてあ
り、係合片５１ｂ及びレバー５１ｃは第二分割体３０の上面に被係合部５１ａに対向する
ように設けてある。レバー５１ｃを操作して、この係合片５１ｂを被係合部５１ａに着脱
可能に係合させることで、蓋部２２を第二分割体３０に対して固定する。この一対の係合
部材５１，５１によって、第一分割体２０の蓋部２２が第二分割体３０に対し開閉自在に
構成される。
【００２０】
　また、係合部材５２は上述の係合部材５１と同様の構成である。図５に示すように、被
係合部５２ａは第一分割体２０の本体部２１側面に設けてあり、係合片５２ｂ及びレバー
５２ｃは第二分割体３０側面に設けてある。この一対の係合部材５２，５２により、第一
分割体２０の本体部２１が第二分割体３０に対し開閉自在となる。そして、上述の係合部
材５１と共に、第一分割体２０と第二分割体３０とは開閉自在に構成される。
【００２１】
　次に、拡声器１の内部構造について、図４，７，８を参照しながら説明する。
　図４に示すように、操作部６０は、大略、電源スイッチ６１と、アンプ３、スピーカー
４及びマイク７の各出力を調整する摘み６２と、ＩＣカード８を挿入するカード挿入口６
３と、後述のデジタル録再回路８０を操作するスイッチ群６４と、その録音・再生の状態
を表示するＬＥＤ６５ａ，６５ｂとからなる。
【００２２】
　図７に示すように、ワイヤレスマイク６ａに入力された音声信号は、アンテナ３５で受
信され受信器７１を介してマイクアンプ７２に出力される。また、有線マイク６ｂに入力
された音声信号は、入力端子３６を介してマイクアンプ７２に出力される。マイクアンプ
７２は入力された音声信号を増幅し、ミキサーアンプ７３に信号を出力する。そして、出
力された音声信号は、デジタルパワーアンプ７４を介してスピーカー４，４から出力され
る。本実施形態において、ワイヤレスマイク６ａ及び有線マイク６ｂは同時に使用可能で
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ある。
【００２３】
　また、デジタル録音再生回路（以下、「デジタル録再回路」という。）８０はＩＣカー
ド挿入口６３を備え、ミキサーアンプ７３と接続してある。ＩＣカード８に記憶してある
音声信号は、デジタル録再回路８０により再生され、ミキサーアンプ７３を介してデジタ
ルパワーアンプ７４に出力され、スピーカー４，４から音声を出力される。また、ワイヤ
レスマイク６ａ及び有線マイク６ｂの音声信号は、ミキサーアンプ７３を介してデジタル
録再回路８０に入力可能であり、入力された音声信号はＩＣカード８に録音可能である。
なお、充電器７は、入力端子３７を介してバッテリー５を充電する。
【００２４】
　図８に示すように、デジタル録再回路８０は、大略、ＩＣカード挿入口６３のカードコ
ネクタ８１と、コントロールユニット８２と、Ａ／Ｄコンバータ８３と、Ｄ／Ａコンバー
タ８４と、ミキシング部８５と、ボリューム８６よりなる。マイク入力９１からの音声信
号は、マイクアンプ８７ａを介してボリューム８６ａが調整され、ミキシング部８５に入
力される。また、外部からのライン入力９２も可能であり、ライン入力された音声信号は
アンプ８７ｂを介してボリューム８６ｂが調整され、ミキシング部８５に入力される。ミ
キシングされた音声信号は、Ａ／Ｄコンバータ８３にてデジタル変換され、コントロール
ユニット８２に入力される。
【００２５】
　このコントロールユニット８２は、操作部６０のスイッチ群６４の操作により、入力さ
れた音声信号をＩＣカード８に録音し又は既に記録してある音声信号を再生することが可
能である。録音に際しては、スイッチ６４ａの操作によりコントロールユニット８２の電
源をＯＮとし、録音スイッチ６４ｂの操作により録音を開始する。コントロールユニット
８２は、ミキシングされた音声信号の入力を受け、その音声信号をＩＣカード８に記録す
ると共にＬＥＤ６５ａを録音中点灯させる。そして、録音スイッチ６４ｂの操作により、
録音を終了させると共にＬＥＤ６５ａを消灯させる。録音中、マイクからの音声信号はス
ピーカー４より出力される。
【００２６】
　また、コントロールユニット８２は、スイッチ６４ａの操作によりＩＣカード８に記憶
してある音声信号を再生すると共にＬＥＤ６５ｂを再生中点灯させる。そして、スイッチ
６４ａの操作により、再生を終了させると共にＬＥＤ６５ｂを消灯させる。さらに、コン
トロールユニット８２は、停止スイッチ６４ｃの操作により録音又は再生を一時停止する
。一時停止中、ＬＥＤ６５ａ，６５ｂを消灯させる。
【００２７】
　コントロールユニット８２から出力された音声信号は、Ｄ／Ａコンバータ８４によりア
ナログ変換され、ボリューム８６ｃを調整してスピーカーアンプ８７ｄを介してスピーカ
ー４から出力される。また、なお、スピーカー出力９４の他、ボリューム８６ｃ、アンプ
８７ｃを介して外部へのライン出力９３も可能である。また、コントロールユニット８２
は、ＩＣカード８の音声を再生中、マイクからの音声信号をその再生音声と共にスピーカ
ー４より出力する。
【００２８】
　次に、この拡声器１の使用方法について説明する。
　まず、使用者は第一分割体２０の蓋部２２を開放し、操作部６０を操作して適宜アンプ
３等の出力を設定する。また、表示部４０に媒体４１を保持板４２によりケース２外面に
取り付けておく。そして、蓋部２２を閉じて使用する。マイク６より入力された音声は、
アンプ３を介してスピーカー４，４により拡声される。ここで、第一分割体２０内にアン
プ３が配置してあり第二分割体３０内にスピーカー４が配置してある。よって、スピーカ
ー４を使用者の外側に向け操作部６０を配置した蓋部２２を使用者側に向けることができ
、操作しやすい。
【００２９】
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　図９に示すように、スピーカー４，４は、スピーカー正面からケース２外部に取付孔３
２を介して音声Ｐを外部に拡声するのみならず、裏面側でケース２内部に音声Ｐ’を生じ
させる。上述した如く、ケース２内部の収納部３１と蓋部２２内部の空間２６とは連通し
てあり、蓋部２２には貫通孔２４が設けてある。よって、ケース２内部の音声Ｐ’は、貫
通孔２４からケース２外部に放出されることとなる。これにより、ケース２内部で音がこ
もることはなく、スピーカー４，４から出力される音声は明瞭となる。従って、本体部２
１を閉じた状態で使用することができる。
【００３０】
　また、マイク６より入力された音声信号をＩＣカード８に録音し又は既に記録してある
音声信号を録音再生する際には、蓋部２２を開放して操作部６０のスイッチ群６４を操作
し、適宜録音又は再生する。上述したように、蓋部２２は使用時において開放可能に形成
してあるので、使用しながら適宜操作部６０を操作できる。
【００３１】
　最後に、本発明の他の実施形態の可能性について言及する。なお、上述の実施形態と同
様の部材には同一の符号を附してある。
　上記実施形態において、貫通孔２４は第一分割体２０の蓋部２２に設けた。しかし、こ
の貫通孔は、ケース２内部で発生した音を外部に放出できればよく、例えば符号２４’に
示すように第二分割体３０側に設けても構わない。また、第一、第二分割体２０，３０の
双方に設けても構わない。
【００３２】
　上記実施形態において、表示部４０を第二分割体３０外面のスピーカー４，４間に設け
た。しかし、表示部４０はケース２外面の適宜箇所に設けてもよい。例えば、第一分割体
２０外面にのみ設けてもよく、第一、第二分割体２０，３０外面双方に設けても構わない
。但し、情報を音響のみならず視覚をも利用して聴衆に訴求できる点で上記実施形態が優
れている。
【００３３】
　また、表示部４０を媒体４１を第二分割体３０外面に保持板４２により構成した。しか
し、表示部４０は、シート状の媒体４１を識別可能にケース２外面に取り付け可能な態様
であれば特に限定されない。また、表示部を電光掲示やモニタ等により構成し、電子的に
宣伝広告情報を表示させても構わない。
【００３４】
　上記実施形態において、音声を録音、再生する記憶媒体としてＩＣカードを用いた。し
かし、記録媒体は、ＩＣカードに限らず、音声情報を記憶可能な記憶媒体であればよく、
例えばＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ、ＨＤＤ等であっても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は、例えば選挙運動における街頭演説や集会に使用する拡声器として利用するこ
とができる。また、選挙運動に限らず、街頭での宣伝広告やイベント等にも使用すること
ができる。もちろん、本発明に係る拡声器は、屋外での使用に限らず、講演や会議等の屋
内での使用も可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係る拡声器の正面図である。
【図２】拡声器の背面図である。
【図３】第一分割体を開放した状態を示す拡声器の斜視図である。
【図４】蓋部を開放した状態を示す拡声器の平面図である。
【図５】拡声器の右側面図である。
【図６】表示部を示す概略側面図である。
【図７】拡声器の配線ブロック図である。
【図８】デジタル録再回路の配線ブロック図である。
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【図９】音声の流れを模式的に示す図２のＡ－Ａ線断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
１：拡声器、２：ケース、３：アンプ、４：スピーカー、５：バッテリー、６：マイク、
６ａ：ワイヤレスマイク、６ｂ：有線マイク、７：充電器、８：ＩＣカード（記録媒体）
、１１：ヒンジ、１２：脚部（突起）、１３：把手、１４：肩紐、１５：取付部、２０：
第一分割体、２１：本体部、２２：蓋部、２３：ヒンジ、２４：貫通孔、２５：カバー、
２６：空間、３０：第二分割体、３１：収納部、３２：取付孔、３３：カバー、３４：緩
衝部材、３５：アンテナ、３６：有線マイク用入力端子、３７：充電器用入力端子、４０
：表示部、４１：媒体、４２：保持板、４３：取付具、４４：孔、５１，５２：係合部材
、５１ａ，５２ａ：被係合部、５１ｂ，５２ｂ：係合片、５１ｃ，５２ｃ：レバー、６０
：操作部、６１：スイッチ、６２：摘み、６３：ＩＣカード挿入口、６４：スイッチ、６
５：ＬＥＤ、７１：受信機、７２：マイクアンプ、７３：ミキサーアンプ、７４：デジタ
ルパワーアンプ、８０：デジタル録再回路、８１：カードコネクタ、８２：コントロール
ユニット、８３：Ａ／Ｄコンバータ、８４：Ｄ／Ａコンバータ、８５：ミキシング部、８
６ａ～ｄ：ボリューム、８７ａ～ｄ：アンプ、９１：マイク入力、９２：ライン入力、９
３：ライン出力、９４：スピーカー出力、Ｐ，Ｐ’：音声

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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